
飛びたてギフチョウ　春の女神が誕生
大事に育てた卵が羽化したよ　　　　　大桑小学校（3月21日）
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国
会
で
は
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る

税
制
改
革
の
審
議
が
さ
れ
て
お
り
、
道

路
特
定
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
連

日
報
道
さ
れ
、
国
民
の
大
き
な
関
心
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
間
の
財

政
力
格
差
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
平

成
20
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

特
別
枠
と
し
て
「
地
方
再
生
対
策
費
」

が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、4
年
間
続
い
た

地
方
交
付
税
削
減
の
流
れ
に
一
定
の

歯
止
め
が
か
か
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
住
民
福
祉
の
維
持
増

進
を
目
指
し
て
い
く
う
え
で
、
依
然
厳

し
い
状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
20
年
度
当

初
予
算
の
編
成
に
当
た
り
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
本
市
の
財
政
状
況
を
十

分
認
識
し
た
う
え
で
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
図
り
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
税
収
増
加
と
雇
用
の
確

保
を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
促
進
条

例
を
制
定
す
る
ほ
か
、
誘
致
に
つ
い

て
積
極
的
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

経
常
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
最
大
限

に
削
減
す
る
た
め
、
常
勤
職
員
が
通

常
の
行
政
事
務
を
行
う
中
で
、
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
、
公
共
施
設
敷
地
内
の
草

刈
り
や
市
内
公
園
の
芝
刈
り
な
ど
へ

も
極
力
対
応
し
、
臨
時
職
員
を
配
置

し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
も
、
常
勤
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
税

制
改
革
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
も
議
論
さ
れ
て

お
り
、
現
在
住
ん
で
み
え
る
市
民
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
た
ち
か
ら
も
愛
着
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

と
と
も
に
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。
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平成20年度予算
一般会計 137億6,000万円（ 19.65%）

特別会計 76億1,111万円（△25.38%）
企業会計 4億3,528万円（△12.46%）
（予算規模）

予算総額（予算規模）

218億639万円（△1.76%）

会　　計　　名 平成20年度 平成19年度 比　　較 増減率
一　　般　　会　　計 137億6,000万円 115億円 22億6,000万円 19.65%
国民健康保険 34億9,720万円 31億2,942万円 3億6,778万円 11.75%
老人保健 3億2,062万円 29億6,996万円 △26億4,934万円 △89.20%
介護保険 17億9,200万円 17億6,200万円 3,000万円 1.70%
後期高齢者医療 2億5,367万円 2億5,367万円 皆増
簡易水道事業 1億3,209万円 7,718万円 5,491万円 71.15%
農業集落排水事業 4億6,821万円 4億6,689万円 132万円 0.28%
公共下水道事業 11億4,511万円 15億1,171万円 △3億6,660万円 △24.25%
高富財産区 221万円 227万円 △6万円 △2.82%
地域情報化事業 2億8,000万円 △2億8,000万円 皆減
企業会計（水道） 4億3,528万円 4億9,722万円 △6,194万円 △12.46%

計 218億 639万円 221億9,665万円 △3億9,026万円 △1.76%

会　計　別　予　算　額　内　訳　表

特
　
別
　
会
　
計

豊かな自然と活力ある都市が 　　　　  調和した 
　「安らかで快適な21世紀の 　　　　  住みよいまちづくり」をめざして 

　  調和した 
　  住みよいまちづくり」をめざして 

市民一人あたり　約448,925円 
（人口は、平成20年1月末の住民基本台帳人口）　30,651人 

計 
448,925円 

議会費 
市議会の運営費など 
4,810円（1.1％） 

総務費 
庁舎管理、広報、 
選挙、戸籍など 
51,012円（11.3％） 

民生費 
高齢者・ 
障がい者・ 
児童福祉など 
94,589円 
　 （21.1％） 

  衛生費 
  保健、環境、 
  ごみ処理など 
  44,049円 
（9.8％） 

消防費 
消防・ 
防災など 
19,804円（4.4％） 

公債費 
市債の償還金 
69,624円（15.5％） 

その他 
予備費など 
1,020円（0.2％） 

農林水産業費・商工費 
農業・林業・観光・商工業の振興など 
30,439円（6.8％） 

土木費 
道路・河川・公園など 
59,595円（13.3％） 

  教育費 
  学校教育・ 
  社会教育・ 
  社会体育など 
  73,983円 
（16.5％） 

一般会計市民一人あたりの当初予算の内訳
※（ ）内の数値は構成比



予算総額 
137億6,000万円 

  自主財源 
    46億 
      9,528万円 
      （34.1％） 

  依存財源 
  90億 
      6,472万円 
         （65.9％） 

  市税 
  31億2,054万円 
          （22.7％） 

  繰入金 
  7億2,678万円 
（5.3％） 

  市債 
  28億8,260万円 
（20.9％） 

  地方譲与税 
  7億110万円 
（5.1％） 

  市民税 
（44.8％） 

  個人 
（39.8％） 

  法人 
（5.0％） 

  家屋 
（22.8％） 

  償却資産 
（10.6％） 

  交付金、 
  滞納繰越 
（0.9％） 
  たばこ、 
  軽自動車 
（6.1％） 

土地 
（14.8％） 

  固定 
  資産税 
 （49.1％） 

  その他 
 （6.1％） 

  その他 
  8億4,796万円 
（6.2％） 

  地方交付税 
  41億円（29.8％） 

  国県 
  支出金 
  13億 
  8,102万円 
   （10.0％） 

予算総額 
137億6,000万円 

予算総額 
137億6,000万円 

  人件費 
  29億8,443万円 
（21.7％） 

  物件費 
  16億6,531万円 
（12.1％） 

維持補修費 
1億1,391万円（0.8％） 

扶助費 
9億7,076万円（7.1％） 

補助費等 
11億185万円（8.0％） 

  33億3,430万円 
（24.2％） 

普通建設 
事業 

  公債費 
  21億3,404万円 
（15.5％） 

積立金 
1億9,590万円（1.4％） 

投資及び出資金 
5,162万円（0.4％） 

貸付金 
6,312万円（0.5％） 繰出金 

11億1,651万円（8.1％） 

  議会費 
  1億4,743万円 
（1.1％） 

総務費 
15億6,356万円 
（11.3％） 

民生費 
28億9,925万円 
（21.1％） 

衛生費 
13億5,013万円 
（9.8％） 

土木費 
18億2,665万円 
（13.3％） 

  消防費 
  6億703万円 
（4.4％） 

教育費 
22億6,765万円 
（16.5％） 

公債費 
21億3,404万円 
（15.5％） 

  労働費・予備費 
  3,127万円 
（0.2％） 

農林水産業費・商工費 
9億3,299万円（6.8％） 

予備費 
2,825万円（0.2％） 
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歳
入
で
は
、
市
民
税（
法
人
分
）や

固
定
資
産
税
の
増
額
を
見
込
み
、
市

税
総
額
で
、
前
年
度
比
1
・
8
7
％

と
微
増
、
地
方
交
付
税
は
特
別
枠
と

し
て
の
「
地
方
再
生
対
策
費
」
や
公
債

費
の
交
付
税
措
置
を
見
込
み
4
・
3

％
の
増
額
、
使
用
料
は
有
線
テ
レ
ビ

利
用
料
の
引
き
上
げ
の
影
響
に
よ
り

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
お
よ
び
美
山
中
学
校
改
築
、（
仮
称
）

福
祉
健
康
広
場
用
地
取
得
な
ど
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金

お
よ
び
市
債
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
特
例
債
な
ど
の
市
債
発
行
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
、
18
億
9
、
0
1
0

万
円
増
額
の
28
億
8
、
2
6
0
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
基
金
繰
入
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
4
億
1
3
1

万
円
減
額
の
6
億
9
、
6
7
7
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
子
育
て
支
援
対
策

と
防
災
対
策
等
に
重
点
を
置
く
と
と

も
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
健
全
な
財

政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
人

件
費
を
は
じ
め
、
委
託
費
な
ど
経
常

経
費
の
抑
制
お
よ
び
事
務
事
業
の
見

直
し
、
普
通
建
設
事
業
に
あ
っ
て
は

単
独
事
業
の
大
幅
削
減
な
ど
を
行
い
、

徹
底
し
た
経
費
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

一般会計歳入予算の内訳
※（ ）内の数値は構成比

歳
入
の
特
徴

歳
出
の
特
徴

予算の概要については、市ホームページ
でもご覧になることができます。
問い合わせ先：企画財政課　122―6825▼

一般会計歳出予算の内訳 ※（ ）内の数値は構成比

歳入

歳出

豊かな自然と活力ある都市が　　　　　  調和した 
　「安らかで快適な21世紀の　　　　　  住みよいまちづくり」をめざして 
豊かな自然と活力ある都市が　　
　「安らかで快適な21世紀の　　



重点施策 
★新規　●拡充　●継続　●ゼロ予算　▼縮小　金額の単位は千円事業の見方

健やかで安らかなまちづくり

子育て・少子化対策
★こんにちは赤ちゃん訪問事業 36
●市単乳幼児等医療費助成（入院のみ中学3年生まで拡充） 2,659
●妊婦一般健康診査（ 3 回→ 5 回、超音波検査35歳以上→全員） 6,414
●地域子育て支援事業 3,556
●出産祝金支給事業（第 3 子以降の出産10万円支給） 3,600
●放課後児童クラブ事業（時間午後 7 時まで） 15,347
●保育園一時保育の実施

高齢者対策
●いきいき推進券配布事業（77歳以上） 8,231
●長寿者報奨金 609
▼高齢者等住宅屋根雪下ろし助成（5,000円→3,000円） 180

防災対策
★全国瞬時警報システム（J－ALERT）整備 4,883
★救助工作車購入 52,658
●木造住宅耐震診断委託・補強補助金 3,870
●自主防災組織活動育成補助金 500

その他
★小地域福祉活動支援補助金
（市民主体で行う地域福祉活動への支援） 150
●法律相談（新規に年 6 回夜間相談） 450

便利で快適なまちづくり

公共交通対策と充実
●自主運行バス補助金 112,245
●市道など整備事業（道路橋りょう維持・改良工事など） 262,908

情報化対策
● IP専用電話購入・助成事業 150
●インターネット業務委託 59,241

その他
★（仮称）福祉健康広場用地取得 916,904
●鳥羽川サイクリングロード整備事業 128,716
●水道配水管布設および布設替工事 103,400

4広報やまがた 2008 . 4

放課後児童クラブ
（子どもげんきはうす）

鳥羽川サイクリングロード

いこいの広場発表会
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活力あふれる産業のまちづくり

農業振興対策
●農地・水・農村環境保全向上対策事業 2,893
●畜産環境衛生事業補助金 4,620
●基盤整備促進事業 74,800

地域振興対策
★企業立地促進事業 300
▼地域振興イベント事業負担金 16,000 東海北陸物産展で特産品販売

豊かで美しい自然を守るまちづくり

環境対策
●クリーンセンター建設事業 428,496
●地球温暖化対策事業 221
●公共下水道整備事業 1,007,015

森林整備対策
●未整備森林緊急公的整備導入モデル事業補助金 15,000
●間伐材利用促進補助金 9,000
●育林推進事業補助金 5,780

新しい未来を創るまちづくり

市民参画
●まち美化パートナー制度（アダプトプログラム）
推進事業（協働型まちづくり） 400

●男女共同参画推進事業 132
●国際交流事業（青年海外派遣など） 3,587

健全な財政運営（行財政改革）
▼各種補助金の見直し △ 35,628
▼経費削減（職員対応含む） △ 47,321
▼人件費（退職職員不補充） △ 91,804

高富浄化センター

豊かな心と文化を育むまちづくり

学校教育の推進
●教育相談員・生活相談員・学習支援員・
非常勤講師・英語指導助手など 56,106

●美山中学校改築事業 1,200,682
●西武芸小学校耐震・大規模改修事業 81,075

スポーツ・文化振興対策
★総合運動場管理委託（指定管理者制度の導入） 29,259
★国体準備事業（H24ぎふ清流国体　
馬術・少年男子バレーボール会場） 344
●花咲きホール公演事業 9,500

美山中学校イメージパース図

平成19年度　国際交流海外派遣事業



市
民
の
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
条
例
に
基
づ
き
財

政
事
情
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る

の
は
、
平
成
20
年
1
月

末
現
在
に
お
け
る
平
成

19
年
度
の
予
算
執
行
状

況
な
ど
で
す
。
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一般会計予算額の変遷 予　算　額

当 　 初 　 予 　 算 115億円

繰　越　事　業　分 1億529万円

補正予算（第1～6号） 4,493万円

予 算 現 額（H20. 1末） 116億5,022万円

※予算現額の（　）内の数値は、歳入・歳出とも構成比 
※〔調定額〕収入する事が確定した額 
※調定額、収入済額ともに（　）内は各科目の予算現額に対する割合 

0

5億円 

10億円 

15億円 

20億円 

25億円 

30億円 

35億円 

40億円 

市税 

予算現額 

総務費 民生費 衛生費 土木費 教育費 公債費 その他支出 

地方交付税 国県支出金 市債 その他収入 

0

5億円 

10億円 

15億円 

20億円 

25億円 

30億円 

調定額 収入済額 

※〔支出負担行為額〕契約などにより支払い義務が確定した額 
※支出負担行為額、支出済額ともに（　）内は各科目の予算現額に対する割合 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 

30.6億円 
（26.3％） 

39.3億円 
（33.7％） 

37.8億円 
（96.2％） 

37.8億円 
（96.2％） 

11.3億円 
（9.7％） 

4.6億円 
（40.7％） 

3.9億円 
（34.5％） 

11.3億円 
（9.7％） 

24.0億円 
（20.6％） 

17.2億円 
（71.7％） 

16.7億円 
（69.6％） 

34.4億円 
（112.4％） 

25.4億円 
（83.0％） 

30.6億円 
（26.3％） 

15.7億円 
（13.5％） 

11.1億円 
（70.7％） 

10.1億円 
（64.3％） 

28.8億円 
（24.7％） 

21.5億円 
（74.7％） 

20.5億円 
（71.2％） 

12.7億円 
（10.9％） 

8.4億円 
（66.1％） 

6.8億円 
（53.5％） 

8.7億円 
（7.5％） 

13.0億円 
（11.2％） 

10.1億円 
（77.7％） 

18.7億円 
（16.0％） 

18.9億円 
（16.2％） 

11.1億円 
（59.4％） 

9.4億円 
（50.3％） 

13.8億円 
（73.0％） 

12.1億円 
（64.0％） 

9.0億円 
（69.2％） 

6.3億円 
（72.4％） 

4.5億円 
（51.7％） 

15.7億円 
（13.5％） 

11.1億円 
（70.7％） 

10.1億円 
（64.3％） 

28.8億円 
（24.7％） 

21.5億円 
（74.7％） 

20.5億円 
（71.2％） 

12.7億円 
（10.9％） 

8.4億円 
（66.1％） 

6.8億円 
（53.5％） 

8.7億円 
（7.5％） 

13.0億円 
（11.2％） 

10.1億円 
（77.7％） 

18.7億円 
（16.0％） 

18.9億円 
（16.2％） 

11.1億円 
（59.4％） 

9.4億円 
（50.3％） 

13.8億円 
（73.0％） 

12.1億円 
（64.0％） 

9.0億円 
（69.2％） 

6.3億円 
（72.4％） 

4.5億円 
（51.7％） 

39.3億円 
（33.7％） 

37.8億円 
（96.2％） 

37.8億円 
（96.2％） 

11.3億円 
（9.7％） 

4.6億円 
（40.7％） 

3.9億円 
（34.5％） 

11.3億円 
（9.7％） 

24.0億円 
（20.6％） 

17.2億円 
（71.7％） 

16.7億円 
（69.6％） 

0 0

34.4億円 
（112.4％） 

25.4億円 
（83.0％） 

予算現額　約116.5億円 
調定額　　94.0億円（80.7％） 
収入済額　83.8億円（71.9％） 

予算現額　約116.5億円 
支出負担行為額　　82.3億円（70.6％） 
支出済額　　　　　72.4億円（62.1％） 

歳入

歳出

※平成20年1月末現在における平成19年度予算執行状況など

市の財政事情を公表します
山県市の 
家計簿 



一
般
会
計
歳
入
の
状
況

平
成
20
年
1
月
末
現
在
の
調

定
額
は
93
億
9
、
7
0
9
万
円

（
執
行
率
80
・
7
％
）、
収
入
済

額
で
は
83
億
8
、
1
2
9
万
円

（
収
入
済
率
71
・
9
％
）で
、
計

画
ど
お
り
順
調
な
執
行
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
の
状
況

平
成
20
年
1
月
末
現
在
の
支
出

負
担
行
為
額
は
82
億
3
、
1
3
9

万
円（
執
行
率
70
・
6
％
）、
支
出

済
額
で
は
72
億
3
、
6
1
3
万
円

（
支
出
済
率
62
・
1
％
）で
、
計
画

ど
お
り
順
調
な
執
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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基　　金　　名 現　在　高
財政調整基金 16億9,565万円
減債基金 10億9,494万円
教育施設整備基金 2,221万円
魅力あるまちづくり基金 11億8,968万円
消防施設整備基金 1億8,502万円
合併振興基金 7億 863万円
地域福祉基金 5億4,808万円
国民健康保険基金 5億6,860万円
土地開発基金 5億 600万円
高富財産区調整基金 1億3,292万円
その他の基金 3億3,332万円

合　　　　　計 69億8,505万円

基金残高の状況

区　　　分 予　算 a 執行額 b b/a
収　入 4億 956万円 3億3,392万円 81.5%

収益的収支 支　出 4億 298万円 1億2,235万円 30.4%
差　引 658万円 2億1,157万円
収　入 4,467万円 3,340万円 74.8%

資本的収支 支　出 2億6,722万円 2億 522万円 76.8%
差　引 △ 2億2,255万円 △ 1億7,182万円

※水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 企業債残高　30億4,145万円

企業会計の状況

特別会計の状況

区　　分 現　在　高
一般会計分 204億6,410万円

普　通　債 106億4,838万円
災害復旧債 3,289万円
臨時財政対策債 33億2,050万円
合併特例債 49億1,196万円
その他一般会計分 15億5,037万円

簡易水道事業分 12億5,726万円
農業集落排水事業分 45億2,477万円
公共下水道事業分 18億8,030万円
地域情報化分 19億2,435万円
合　　　　計 300億5,078万円

※市民1人当たり　98.0万円

地方債の借入残高状況

※市民1人当たり 22.8万円

特別会計名 区分 予算 a 調定・負担 b b/a 収入･支出 c c/a

国 民 健 康 保 険
歳入

31億3,183万円
25億1,980万円 80.5% 21億1,080万円 67.4%

歳出 23億6,749万円 75.6% 23億2,328万円 74.2%

老 　 人　保　健
歳入

30億3,494万円
22億1,772万円 73.1% 21億8,586万円 72.0%

歳出 21億8,020万円 71.8% 21億7,879万円 71.8%

介 　 護　保　険
歳入

18億3,810万円
16億3,368万円 88.9% 16億3,368万円 88.9%

歳出 11億9,506万円 65.0% 11億8,448万円 64.4%

簡 易 水 道 事 業
歳入

1億1,441万円
1億3,042万円 114.0% 9,319万円 81.5%

歳出 4,214万円 36.8% 4,089万円 35.7%

農業集落排水事業
歳入

4億6,659万円
2億6,777万円 57.4% 2億5,453万円 54.6%

歳出 2億9,844万円 64.0% 1億7,553万円 37.6%

公 共 下水道事業
歳入

15億 35万円
3億4,992万円 23.3% 1億3,322万円 8.9%

歳出 13億 843万円 87.2% 4億1,942万円 28.0%

高　富　財　産　区
歳入

227万円
208万円 91.6% 208万円 91.6%

歳出 199万円 87.7% 199万円 87.7%

地 域 情報化事業
歳入

2億9,101万円
2億 870万円 71.7% 2億 753万円 71.3%

歳出 2億1,551万円 74.1% 1億8,488万円 63.5%

計
歳入

103億7,950万円
73億3,009万円 70.6% 66億2,089万円 63.8%

歳出 76億 926万円 73.3% 65億 926万円 62.7%



3
月
3
日
の
市
議
会
定
例
会
で
、

嶋
井
勉
副
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
4
年

間
で
す
。

桜
花
爛
漫

の
候
、
市
民

の
皆
様
方
に

は
、
ま
す
ま

す
御
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
平
野
市
長

の
御
推
ば
ん
を
い
た
だ
き
、
議
会
の

御
同
意
も
賜
り
再
任
と
し
て
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
欲
し
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
、
身
に
し
み
て

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
平
野
市
長
の
下
、

「
粉
骨
砕
身
」
市
民
の
皆
様
方
の
た

め
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
う
え
と
も
、一
層
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

嶋
井
副
市
長
再
任

こ
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

に
身
近
で
、
こ
れ
か
ら
4
年
間
の
市
政
を

託
す
大
事
な
選
挙
で
す
。

大
切
な
1
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

昭
和
63
年
4
月
21
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
20
年
1
月
12
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

山
県
市
議
会
議
員
選
挙
4
月
20
日（
日
）投
票

4
月
13
日（
日
）告
示

※
市
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

開
票

即
日
開
票

日
時

4
月
20
日（
日
）午
後
9
時
〜

場
所

山
県
市
役
所
3
階
　
大
会
議
室

投
票
区（
所
）の
変
更
に
伴
い
、
こ
の
選

挙
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
が
設
置
す
る
公

営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
数
が
1
3
5
か
ら

お
知
ら
せ

1
0
5
に
減
少
し
ま
す
。

な
お
、
候
補
者
の
氏
名
、
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
4
月
18
日（
金
）

ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
　
�
22
―
6
8
2
0
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投票区 投票所 投票時間

高 富 東 南公民館

高 富 中 美里会館

高 富 西 高富公民館

富 岡 東
高富公文書庫
（旧法務局高富出張所）

富 岡 西 富岡公民館
午前7時～午後8時

梅　　原 梅原公民館

桜　　尾 桜尾公民館

大　　桑
高富北部地区
多目的研修集会センター

伊自良北 伊自良北小学校体育館

伊自良南 伊自良南小学校体育館

北　　山 北山交流センター

葛　　原 いわ桜公民館葛原分館

谷　　合 美山支所 午前7時～午後7時

笹　　賀 美山構造改善センター

乾 乾公民館

富　　波 富波公民館
午前7時～午後8時

西 武 芸 西武芸公民館

投票にお出かけの際は、投票所を入場券などで確認してく
ださい。
なお、投票所入場券をなくしたり、届かない場合でも選挙

権のある人は投票することができます。投票所または期日前
投票所の受付に申し出てください。

※印の期日前投票所は、この選挙から新たに設置する期日前投票所です。

投票日当日に仕事・冠婚葬祭・旅行・病気などで投票に行けない見込み
の人は期日前投票をすることができます。

定
数
16
人

期日前投票所 投票期間 投票時間

山県市役所
4月14日（月）～

午前8時30分～午後8時

美山支所
4月19日（土） 午前8時30分～午後5時

伊自良支所

伊往戸公民館※
4月16日（水）のみ

午前9時～正午

片狩公民館※ 午後2時～午後5時

草木公民館※
4月17日（木）のみ

午前9時～正午

柿野交流センター※ 午後2時～午後5時

投票区および投票所等

期日前投票



3
月
18
日
、
高
富
中
央
公
民
館
で
山
県
市

東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
促
進
総
決
起
大
会

（
同
期
成
同
盟
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
3
0
0
人
が
参
加
し
東
海
環

状
自
動
車
道
他
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
緊
急

要
望
を
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
は
、
最
も
重
要
な
社
会
資
本
と
し
て
、

住
民
の
日
常
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支

え
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
と
豊
か

な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
優
先
的
に
整

備
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
本
市
に
お
い
て
は
、
地
形
的
な
条
件

か
ら
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
道

路
整
備
に
対
す
る
市
民
の
要
望
も
強
く
、
東

海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
及
び（
仮

称
）山
県
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、
国

道
二
百
五
十
六
号
、
四
百
十
八
号
を
基
軸
と

す
る
幹
線
道
路
並
び
に
こ
れ
に
接
続
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
「
道
路
特
定
財
源

の
一
般
財
源
化
」
や
「
暫
定
税
率
の
廃
止
」

を
主
張
す
る
声
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の

実
情
や
道
路
整
備
を
求
め
る
切
実
な
声
を
無

視
し
た
も
の
で
あ
り
、
強
い
危
惧
と
怒
り
を

覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
事

態
に
な
れ
ば
、
山
県
市
に
お
い
て
も
東
海
環

状
自
動
車
道
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
生
活
道

緊
急
要
望
決
議

山
県
市
発
展
の
た
め

め
ざ
せ
！
東
海
環
状
自
動
車
道
の
早
期
建
設
！

山
県
市
東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
促
進
総
決
起
大
会

山
県
市
発
展
の
た
め

め
ざ
せ
！
東
海
環
状
自
動
車
道
の
早
期
建
設
！

山
県
市
東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
促
進
総
決
起
大
会

路
で
あ
る
国
道
二
百
五
十
六
号
、
国
道
四
百

十
八
号
等
幹
線
道
路
は
言
う
に
及
ば
ず
、
市

道
に
お
い
て
も
道
路
整
備
の
目
処
が
立
た
な

く
な
り
、
山
県
市
の
活
性
化
に
対
し
て
大
き

な
障
害
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
が
財
政
を
悪
化
さ
せ

る
要
因
と
な
り
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

本
市
は
、
未
だ
道
路
整
備
が
立
ち
後
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
山
県
市
東
海
環
状

自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
と
し
て
、

市
民
の
切
実
な
声
を
集
約
し
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
東
海
環
状
自
動
車
道（
西
回
り
ル
ー
ト
）

の
早
期
完
成

一
、
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮
称
）山
県
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
る
「
一
般
国
道
二
百
五
十
六
号

バ
イ
パ
ス
」
建
設
事
業
の
早
期
完
成

一
、
道
路
特
定
財
源
の
維
持
及
び
暫
定
税
率

の
期
限
延
長

以
上
、
こ
こ
に
山
県
市
東
海
環
状
自
動
車

道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
総
意
に
基
づ
き

決
議
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
十
八
日

山
県
市
東
海
環
状
自
動
車
道

建
設
促
進
期
成
同
盟
会

山県市内における東海環状自動車道の現況

平成20年 3 月 1 日現在の進捗状況は、鳥羽川をはさみ東側（東深瀬地区）については中心線測量、ボー
リング調査（地質試験）予備設計が完了し、地元各関係の役員の皆様に計画の説明が実施されました。
今後、関係自治会、水利組合、地権者の皆様に計画説明を実施して、皆様の意見をお聞きし、可能な
意見は設計に取り入れて詳細設計を実施していく予定です。
また、鳥羽川の西側（西深瀬地区）につきましては中心線測量が完了致しましたので今後、ボーリング
調査、予備設計と進めていく予定です。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。 都市計画課　�22－6833

9 広報やまがた 2008 . 4
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3月2日、文化の里花咲きホールで結成15周年記念
コンサート「和楽祭」（主催：和楽祭実行委員会）が開
催されました。
郡上、桑名、山県で同じ年に誕生し師匠飛鳥大五

郎氏（舞太鼓「あすか組」主宰）の指導を受けながら、
地域の伝統文化となるよう活動を続けてきた3つの和
太鼓チームのメンバー56人が、「和太鼓の響きが皆さ
んの勇気と活力になって」との願いを込めてたたか
れ、迫力ある演奏を披露されました。

和太鼓の魅力披露
3団体和太鼓交流会

迫力ある演奏に圧倒されました

2月13日、保健福祉ふれあいセンターで第4回健康づ
くり市民講座が行われました。
今回は川端恵美子氏（静岡県立大学短期大学部教授）

を講師に迎え「なんだか気になる更年期～聞いてよか
ったこの講演～」と題した講演に約30人が参加しました。
参加された皆さんは、身体的変化、生活習慣につい

ての話しを聞くと「自分の生活習慣を見直して、食生
活の改善や軽い運動を行って健康に過ごしたい」と話
していました。

なんだか気になる更年期
健康づくり市民講座

ご存じですか？男性にも更年期があります

これからも、山県のすばらしい自然を写してください

3月6日、市美術館で第3回岐阜やまがたフォトコンテス
ト’07（山県市観光協会主催）の表彰式が行われました。
今回は、市内外から「来て、観て岐阜やまがたの四季」

をテーマにした美しい自然風景などの作品90点が寄せら
れ、受賞作品10点が選ばれました。
グランプリ 笠原幸夫（岐阜市）
特選 坂本靖夫（岐阜市）
市長賞 三好信一（山県市）
フォトコンテスト実行委員長賞 丹羽晴子（山県市）
フォトコンテスト審査委員長賞 伊藤正男（滋賀県草津市）

受賞作品は、3月29日～5月5日は香りの森公園内ハーブレンドで、5月8日～5月16日は市役所ロビーで展
示されます。

やまがたの四季おりおり

フォトコンテスト
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2月21日、山県市小中学校教職員研修会が文化の里花
咲きホールで開催され、教職員が取り組んだ優れた実
践記録35点と自作教具3点の中から、最優秀賞2点、新
人賞1点、優秀賞20点が選ばれ表彰されました。

受賞者は以下のとおり
【最優秀賞】 伊自良北小学校　土井　恵子教諭

高富中学校　　　川島　　誠教諭
【新 人 賞】 美山中学校　　　矢口幸喜子教諭

実践記録に取り組んで
教職員の実践記録

さらに自己の指導力向上、自己に挑戦してください

2月15日、県教育委員会「小学校における英語活動
等国際理解活動推進事業」の公開授業が拠点校であ
る伊自良南小学校で行われ、瑞穂、本巣、山県市、
北方町の4市町から教諭ら30人が訪れました。
この日は、5年生の授業が公開され、児童らはお互

いに「放課後何をして過ごしていますか」など英語
で質問し合うインタビュー活動を発表しました。
児童らのたずねる会話から「アイコンタクトや身

ぶり手ぶりなどを交えながら英語を使って伝えよう
とする姿勢が伝わってきます」と教諭らは話してい
ました。

英語でコミュニケーション

What  do  you  do  aftar  school？

分娩（ぶんべん）室前の心配そうなお父さん
この気持ちを忘れないで

2月15日、富波保育園で第5回家庭教育学級が行われました。
幼児虐待など悲しい事件が相次ぐ中、子どもを見つめ直そう

と同園保護者会が企画し、講師に命が誕生するさまざまな瞬間
を撮影する写真家松永知恵美さん（瑞穂市在住）を招き「命」に
ついての講演を聞きました。
松永さんは、自分が撮影した写真を紹介しながら「心の中を

いつも元気にしてくれる赤ちゃん。お産の現場は、生まれてく
るときの原点に帰させてくれます。生まれてきてくれてありが
とうなんです。この時の気持ちを大切に子どもたちと接して欲
しい」と語りかけました。

生まれてきた瞬間の気持ちを忘れないで
富波保育園家庭教育学級

岐阜地区実践交流会



平
成
18
年
度
か
ら
19
年
度
に

か
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
で
、
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
日
本
地
域
福
祉
学
会
副
会

長
日
本
福
祉
大
学
野
口
定
久
教

授
、
中
部
学
院
大
学
短
期
大
学

部
大
井
智
香
子
講
師
か
ら
指
導

お
よ
び
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。皆

さ
ん
で
作
り
上
げ
た
計
画

は
50
項
目
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
然
・
居
住
環
境
」「
ま
ち
づ

く
り
・
雇
用
」「
交
通
・
安
全
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
」

と
大
き
く
5
つ
の
分
野
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
10
項
目
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る

幅
広
い
領
域
の
課
題
が
含
ま

れ
、
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
を
記
し
て
あ
り
ま
す
。

懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意

見
カ
ー
ド
を
通
じ
て
集
ま
っ
た

意
見
は
ど
れ
も
大
切
で
す
。

計
画
を
立
て
て
順
を
追
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
！
」、「
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど

あ
な
た
に
と
っ
て
、
身
近
な
話

題
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
と
思
う
こ
と
か
ら
一
緒

に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
か
ら
、
地
域
福
祉
推

進
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。
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〜
支
え
合
い
　
助
け
合
う

地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜

平
成
18
年
9
月
29
日（
金
）、
30
日（
土
）

（
参
加
者
約
80
人
）

関
係
団
体
懇
談
会

＊
福
祉
関
係
団
体
役
員
か
ら
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
伺
う

平
成
18
年
7
月
26
日（
水
）

（
参
加
者
約
1
7
0
人
）

講
演
会

＊
基
調
講
演

＊
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

市
民
参
加
！

平
成
18
年
10
月（
回
答
者
約
3
8
0
人
）

山
県
市
に
住
み
続
け
る
た
め

の
意
見
カ
ー
ド

平
成
18
年
9
月
29
日（
金
）、
30
日（
土
）

（
参
加
者
約
2
0
0
人
）

市
民
懇
談
会

＊
生
活
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
出
し
合
う

＊
11
小
学
校
区
で
実
施

市
民
参
加
!!

中学2年生向け調査
市内中学2年生全員310人　平成18年6月（回答者295人）
＊市の将来を担う中学生の声を伺う。



50項目一覧表
大項目 項目番号 主体 重　要　項　目 大項目 項目番号 主体 重　要　項　目

1 市民 ごみ出しマナー・モラルの向上と、ごみの再資源化

2 市民 観光客マナーの向上

3 協働 観光地のPRにつながる自然・史跡の美化・整備

4 市民 管理が困難になっている農地の整備、有効活用（農地を社会資源として活用）

5 市民 野生動物による農作物の被害軽減対策（野生動物との共生）

6 市民 自然災害に対応した居住・森林整備

7 協働 悪臭・大気汚染対策

8 行政 汚水対策（下水道の整備）

9 行政 おいしい水の安定供給

10 市民 空き家の管理・保全と有効活用

11 協働 定住化の促進

12 市民 多世代同居・近居の促進

13 市民 山間地の住民、高齢者などの買い物手段の確保

14 協働 団塊の世代を呼び込む

15 行政 公共施設・社会教育施設の有効活用（活用促進）

16 行政 企業誘致、雇用の拡大・創出

17 市民 農地活用（市民対象・市外対象）

18 市民 地域の商店・商店街の活性化

19 協働 歴史・文化・伝統・名所の保護、継承

20 市民 山県市のシンボルの復活と発展

21 市民 交通手段の確保、交通アクセスの整備

22 市民 交通マナーの改善、飲酒運転の防止

23 行政 生活道路の保全と幹線道路の整備

24 協働 冬場の除雪対策、凍結防止対策

25 協働 歩道・自転車道の整備

26 協働 高齢者及び交通弱者に対する交通安全対策

27 市民 防犯対策

28 協働 防災対策、防災福祉マップの作成・活用

29 市民 明かりのあるまちづくり

30 市民 子どもに対する地域の見守り対策

31 市民 より良い近隣関係の創出

32 市民 世代間交流の促進

33 市民 「参加と協働」への意識改革

34 協働 ネットワークづくり

35 協働 リーダーの発掘・養成

36 市民 自治会などの地域住民組織の活性化

37 行政 集いの場の確保

38 市民 住民相互の助け合い

39 行政 青年層の社会参加の促進

40 協働 ボランティア・市民活動のシステムづくり

41 市民 誰でも気軽に活動に参加できる体制づくり

42 市民 高齢者が能力・特技を活かして社会に参画するための仕組みづくり

43 市民 男性ボランティア活動への参加促進

44 市民 食育を中心に、子どもたちとの交流、生きがい活動・見守りにつなげる

45 協働 子育て環境の整備（延長保育など）

46 行政 少子化対策の推進

47 行政 安心できる医療環境の整備

48 協働 市民福祉教育の推進（保護者への福祉教育）

49 協働 地域特性を考慮した福祉サービスの創出

50 市民 市民の健康づくりの推進

自
然
・
居
住
環
境

ま
ち
づ
く
り
・
雇
用

交
通
・
安
全

交
通
・
安
全

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
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平
成
19
年
5
月
〜

市
民
会
議
部
会

＊
テ
ー
マ
毎
に
部
会
を
形
成

＊
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
問
題
解
決
、
政

策
･
事
業
提
案

＊
施
策
･
事
業
の
担
い
手
を
検
討

市
民
有
志
参
加
!!

平
成
19
年
5
月
19
日（
土
）

懇
話
会

平
成
19
年
1
月
〜

市
・
社
協
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

＊
市
民
会
議
に
参
加

＊
市
民
会
議
で
抽
出
さ
れ
た
生
活
課
題

解
決
の
検
討

＊
市
・
社
協
で
施
策
調
整

平
成
19
年
1
月
〜

市
民
会
議

＊
問
題
解
決
、
政
策
･
事
業
提
案

＊
市
民
会
議
部
会
の
ま
と
め
作
業

市
民
有
志
参
加
!!
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本
市
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
全
国
よ
り
速
い

ペ
ー
ス
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
福
祉
制
度

は
施
設
か
ら
地
域
・
在
宅
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
も
多
く
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
地
域
で
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
多

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
次
世
代
に

渡
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
市
民
の

参
加
、
市
民
に
よ
る
活
動
、
そ
し
て
市
民
と
行
政
の
「
協

働
」
に
よ
る
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
地
域
福
祉
」
の

理
念
を
「
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
と
ら
え
、
2
年
間
か
け
て
「
地
域
福
祉
推
進
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
は
大
き
く
三
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
市
民
が
中
心
に
な
っ
て
検
討
し
た
「
市
民
計
画
」
を

盛
り
込
ん
だ
こ
と
、
一
つ
は
合
併
後
の
市
域
で
策
定
し
た

計
画
で
あ
る
こ
と
、
一
つ
は
市
地
域
福
祉
計
画
と
社
会
福

祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
一
体
化
し
共
通
理
念

の
下
で
推
進
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
で
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市

民
懇
談
会
、
関
係
団
体
懇
談
会
、
意
見
カ
ー
ド
、
市
民
会

議
、
推
進
協
議
会
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
策
定
過
程
は
、
あ
た
ら
し
い

「
協
働
」
の
試
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
行
政
に
よ
る
一
層
の
「
協
働
」
に
よ
り
、
市
ぐ
る

み
で
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
計
画
策
定
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
推

進
協
議
会
や
市
民
会
議
委
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
懇

談
会
や
講
演
会
な
ど
に
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。山

県
市
長
　
平
野
　
元

近
年
、
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
多
様
に
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

少
子
･
高
齢
化
の
進
展
及
び
人
口
減
少
や
家
族
形
態
の

「
協
働
」
に
よ
る
地
域
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

支
え
合
い
、
助
け
合
う山県

の
地
域
福
祉
を
創
る

多
様
化
が
進
む
中
、
地
域
で
は
近
隣
関
係
が
希
薄
化
し
、

地
域
が
本
来
持
っ
て
い
る
機
能
の
低
下
が
市
民
の
安
全
･

安
心
な
生
活
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
で
は
、「
支
え
合
い
、
助
け
合

う
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念
に
議
論
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
の
幸
せ
は

地
域
の
中
で
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
に
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
特
徴
は
市
民
参
加
に
加
え
て
、

行
政
の
福
祉
に
対
す
る
取
り
組
み
を
示
す
「
地
域
福
祉
計

画
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り
地
域
の
福
祉
課

題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
示
す
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
一
体
的
に
策
定
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

山
県
市
の
福
祉
の
あ
り
方
を
同
じ
視
点
で
考
え
て
い
く
た

め
に
、行
政
が
全
市
的
な
施
策
と
し
て
計
画
す
る
も
の
と
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
を
単
位
と
し
た
活
動
を
支
援
し

た
り
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
を
同
じ
視
点
で
議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
に
暮
ら
す
み
な
さ
ま
の
ほ

か
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福

祉
法
人
等
の
社
会
福
祉
関
係
者
、
保
健
・
医
療
・
教
育
な

ど
関
係
機
関
の
参
加
・
協
力
の
も
と
、
地
域
の
人
び
と
が

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
の
支
援
、
共
同
募
金
運
動
へ
の

協
力
な
ど
、
全
国
的
な
取
り
組
み
か
ら
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
活
動
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域
の
福
祉
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
福
祉
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
地
域
の
皆
様
の
活
動
を
支

援
し
て
い
く
団
体
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
に
こ
れ
か
ら
の
あ
た
ら
し
い
地
域

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
こ
の
計
画
策
定
に
は
多
く
の
市
民
の
方
々

の
参
画
が
あ
り
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
推
進
協
議
会
や
市
民
会
議
委
員
の
み
な
さ

ま
を
は
じ
め
、
懇
談
会
や
講
演
会
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
山
県
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　
信
田
義
孝

市
内
14
の
福
祉
圏
域（
地
区
自
治
会
連

合
会
の
区
域
）で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

区
域
内
の
一
人
で
も
多
く
の
人（
児

童
・
生
徒
・
学
生
さ
ん
も
大
歓
迎
）を
お

誘
い
の
上
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
　
　
�
22
―
6
8
3
7

社
会
福
祉
協
議
会
　
�
52
―
3
0
1
0

計
画
説
明
会

高富 5 月16日（金）午後 7 時30分～ 高富公民館
富岡 5 月28日（水）午後 7 時30分～ 富岡公民館
梅原 5 月23日（金）午後 7 時30分～ 梅原公民館
桜尾 5 月14日（水）午後 7 時30分～ 桜尾公民館
大桑 5 月 7 日（水）午後 7 時30分～ 大桑多目的センター
伊自良南・北 5 月13日（火）午後 7 時30分～ 伊自良老人福祉センター
北山 4 月28日（月）午後 7 時30分～ いわ桜公民館北山分館
原 5 月30日（金）午後 7 時30分～ いわ桜公民館 原分館

谷合 5 月19日（月）午後 7 時30分～ いわ桜公民館谷合分館
北武芸 5 月21日（水）午後 7 時30分～ 美山構造改善センター
乾 5 月 9 日（金）午後 7 時30分～ 乾公民館
富波 4 月30日（水）午後 7 時30分～ 富波公民館
西武芸 4 月23日（水）午後 7 時30分～ 美山老人福祉センター

平成20年度のスケジュール案

地　　区 日　　　時 場　　所

4 ～ 6 月 地域福祉推進説明会（市内14ヶ所） 内容 計画策定の経緯及び計画書の説明、地域のニーズの掘り起こし

5 ～ 7 月 地域福祉懇談会（市内14ヶ所） 内容 地域のニーズの集約、活動への参加に向けた働きかけ、支援の説明

8 月
地域福祉推進市民会議「地域での福祉活動～私たちの福祉のまちづくり～」
内容 地域福祉推進計画の意義、情報交換

9 月 地域福祉推進協議会「地域福祉推進計画の進捗状況について」 内容 経過報告、助成申請審査など　

11月 地域福祉推進講演会 内容 地域福祉推進計画の進捗状況報告、事例発表　予定

平成21年 地域福祉推進市民会議「地域での福祉活動～私たちの福祉のまちづくり～」
1 月 内容 事業報告、次年度の予定など

2 月 地域福祉推進協議会「地域福祉推進計画の進捗状況について」 内容 平成20年度実施事業等報告



15 広報やまがた 2008 . 4

明治・大正時代、女子には学問をさせず家事裁縫を見習わせるのが通例でした。
江戸末期に生まれた棚橋絢子も同様に家業を手伝い、家事裁縫に勤しむが、幸い幼

少のころより勉強に触れる機会に恵まれていました。
19歳で美濃国山縣郡松尾村（現山県市松尾）出身の盲目の棚橋大作と結婚します。
家族を養い貧窮の中生き抜いてきた絢子は、次第に女子教育について追求するようになります。
また、世の中が近代化する一方、戦争という激動の時代に女性はどう生きればよいのかなど女子教育
に生涯情熱を燃やし、101歳で亡くなりました。
絢子は生前、どんな小さい紙も無駄にしないで短冊、色紙、扇面形にして、和歌を認

したた

め、絵を描いて
は人々にわけました。
このため、ゴミ箱の中にあるものはまったく何の役にもたたない屑だけだったというエピソードがあ
ります。
絢子の作品を記念館に展示していますので、どうぞご覧下さい。

文化の里　花咲きホール
TEL 0581－36－2323 FAX 0581－36－2777
hanasaki@city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

チケット取り扱い場所・時間
花咲きホール、山県市役所会計課
高富・美山中央公民館
開館、開庁日の午前9時～午後5時

★花咲きホール　 ボランティアスタッフ募集
花咲きホールが行う文化事業の受付・会場・接待などのボランティ
アスタッフを募集します。

対 象 者 人と接するのが好きで、文化事業に興味を持っているイベ
ントが好きな人

内　　容 イベントの事前準備や当日のチケットもぎり、会場の整理、
チラシなどの折込み

申込方法 電話、FAXまたは直接花咲きホールにお申し込みください
応募期間 随時

郷土の偉人
「棚橋絢

あや

子（旧姓牛尾田）」

茶
道
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
楽
し
く

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
　
象

市
内
小
中
学
生

募
集
人
数

15
人（
先
着
順
）

実

施

日

毎
月
第
2
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
8
月
は
休
み

場
　
　
所

古
田
紹
欽
記
念
館

内
　
　
容

抹
茶
の
飲
み
方
、
た
て
方

な
ど
の
基
本
的
な
け
い
こ
、
お
茶
会

参
加
な
ど

講
　
　
師

大
島
宗
甫（
裏
千
家
）

参

加

費

年
間
3
、0
0
0
円

（
抹
茶
、
菓
子
代
3
0
0
円
×
10
回
）

服
　
　
装

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
結

構
で
す
が
、
靴
下
は
白
色
で
す
。

募
集
期
間

4
月
1
日（
火
）〜30

日（
水
）

開

始

日

5
月
10
日（
土
）

※
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く

だ
さ
い

子
ど
も
講
座受

講
生
募
集

古
田
紹
欽
記
念
館

子
ど
も
お
茶
教
室
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妊
婦
健
康
診
査
は
自
己
負
担
で
、
妊
娠

中
の
経
済
的
負
担
は
大
き
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
妊
婦
健
康
診
査

受
診
票
の
交
付
枚
数
を
増
や
し
ま
し
た
。

●
妊
婦
一
般
健
康
診
査

3
枚
交
付→

5
枚
交
付

●
妊
婦
超
音
波
検
査

35
歳
以
上
の
人
に
1
枚
交
付→

全
妊
婦
に
1
枚
交
付

妊
婦
健
康
診
査
の
検
査
項
目
以
外
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
検
査
項
目
や
費
用

に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
窓
口
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

★
★
★
★
★

す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た
め
に

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
安
全
な

出
産
の
た
め
、
妊
娠
中
は
、
少
な
く
と
も

毎
月
1
回（
妊
娠
24
週
以
降
に
は
月
2
回

以
上
、
さ
ら
に
妊
娠
36
週
以
降
は
毎
週
1

回
）、
医
療
機
関
で
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

妊
婦
健
康
診
査（
身
体
測
定
、
血
液
・

血
圧
・
尿
な
ど
）の
検
査
を
す
る
こ
と
で
、

妊
婦
の
病
気
や
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
関
す

る
問
題
な
ど
を
早
期
発
見
し
、
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

『
妊
娠
し
た
か
な
？
』
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
、
市
の
窓
口

で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

普
段
よ
り
健
康
に
過
ご
し
、
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
市
で
は

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
相
談
や
、
妊
婦

学
級（
両
親
学
級
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　
�
22
―

6
8
3
9

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　
�
22
―

6
8
3
9

お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母

さ
ん
が
毎
日
の
食
事
か
ら
と
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
を
吸
収
し
て
成
長
し
て
い

ま
す
。
妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変
化
と
栄

養
に
つ
い
て
学
び
、
す
こ
や
か
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。
妊
婦
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
※
託
児
あ

り
ま
す
。

▼
日
時

4
月
24
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変
化
・

必
要
な
栄
養
な
ど
の
勉
強
会
、
調
理

実
習
・
交
流
会

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限

4
月
21
日（
月
）

▼
申
込
先

子
ど
も
家
庭
課

市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
て
、

一
番
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
す
る
生
後

3
ヶ
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

を
対
象
に
、
保
健
師
や
保
育
士
が
訪
問

し
、
子
育
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹

介
も
し
ま
す
。

※
訪
問
日
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

次
世
を
担
う
子
の
出
産
を
奨
励
し
、

第
3
子
以
降
の
子
を
出
産
し
た
場
合

に
、お
祝
い
金
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

▼
対
象

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
保
護
者

①
市
内
に
居
住
し
住
民
登
録
が
あ

り
、
出
産
後
も
市
内
に
住
所
を
有

す
る
意
思
が
あ
る
人

②
出
産
日
に
お
い
て
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
期
間
が
連
続
し
て
1
年

を
経
過
し
て
い
る
人

③
出
産
日
以
降
に
お
い
て
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
引
き
続
き
1
年
を

経
過
し
た
人

④
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
の
市

税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人

▼
支
給
額

10
万
円

▼
申
請
期
間

・
出
産
日
か
ら
3
ヶ
月
以
内

・
③
に
該
当
す
る
人
は
、
1
年
を
経

過
し
た
日
か
ら
3
ヶ
月
以
内
か
つ

出
産
日
か
ら
15
ヶ
月
以
内

▼
持
ち
物

印
鑑
、
世
帯
全
員
の
住
民

票
、
戸
籍
謄
本
、
納
税
証
明
書
、
振

込
先
の
わ
か
る
も
の（
銀
行
ま
た
は

農
協
の
通
帳
な
ど
）
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妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を

拡
大
し
ま
す

★
★
★
★
★

す
こ
や
か
な
妊
娠
・
出
産
を

支
援
し
ま
す

★
★
★
★
★

妊
婦
健
康
診
査
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

出
産
祝
金
支
給
事
業

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
の
お
知
ら
せ



平
成
19
年
に
10
代
お
よ
び
20
代
の
年
齢

層
を
中
心
に
麻
し
ん
が
大
流
行
し
た
こ
と

を
受
け
、
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
平
成

20
年
4
月
よ
り
5
年
間
、
中
学
1
年
生
お

よ
び
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

に
定
期
の
予
防
接
種（
2
回
目
）を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
年
齢

第
3
期
　
平
成
7
年
4
月
2
日
〜

平
成
8
年
4
月
1
日

第
4
期
　
平
成
2
年
4
月
2
日
〜

平
成
3
年
4
月
1
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
別
通
知
を
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　
�
22
―
6
8
3
9

●お子様が夜間に急な病気でお困りのときは…

●電話でも相談が受けられます
□小児救急電話相談
●お子様の病気、事故への応急措置などに関して、看護師が助言を行います。ただし、医療行
為につながる相談（病気の診断など）は行いません。
★プッシュホン回線、携帯電話からは、「＃」と8000を押してください。
★プッシュホン回線でない固定電話、公衆電話からは、058－240－4199でつながります。

問い合わせ先
健康課　�22－6839

診　療　日 診　療　時　間 診　療　場　所

月曜日～土曜日
（祝日は除く）

19：30～23：00
（受付時間：22：30まで）

小児夜間急病センター
電話058－251－1101（代表）
岐阜市民病院内　岐阜市鹿島町7－1
診療科目：小児科
□小児専門医が診療にあたります。
□15歳以下のお子様が対象です。

受付時間
月曜日～土曜日 19：00～23：00

休日・年末年始（12／30～1／3） 9：00～23：00

実施病院 岐阜県総合医療センター

日曜日・祝日

19：00～23：30
（受付時間：23：00まで）

岐阜市休日急病診療所
電話058－253－7711
岐阜市青柳町5－3
診療科目：小児科・内科

9：00～13：00
16：00～19：00

山県市休日当番医で受診してください。
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★
★
★
★
★

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の

接
種
年
齢
が
追
加
さ
れ
ま
す

※健康保険証・福祉医療費受給者証、服用している薬の内容のわかるもの（処方箋やその説明書など）、
お金を持参してください。
※健康保険証などがない場合は、全額自己負担になります。
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日
日
雇
用
職
員
募
集

臨
時
保
健
師
・
看
護
師

▼
募
集
人
員

1
人

▼
賃
金

日
額
8，
7
5
0
円

▼
勤
務
内
容

介
護
認
定
調
査

▼
勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

4
時
15
分（
実
働
7
時
間
）

※
勤
務
日
に
よ
っ
て
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
の
場
合
有
り

▼
勤
務
地

社
会
福
祉
課

▼
雇
用
期
間

6
月
2
日
〜
平
成
21
年
3

月
31
日

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
の
内
4
日
間

（
祝
日
は
除
く
）

▼
資
格
・
条
件

保
健
師
ま
た
は
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
人

▼
待
遇

雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法

4
月
25
日（
金
）ま
で
に
履

歴
書
に
資
格
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添

付
し
て
社
会
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
1

22
│
6
8
3
7

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

（
一
般
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
技
術
・
薬
剤
）

▼
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
卒

ま
た
は
大
卒
見
込
）

※
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
間

4
月
1
日
〜
5
月
12
日

▼
一
次
試
験

5
月
17
日
・
18
日

（
18
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
の
み
）

▼
試
験
科
目

一
般
教
養
・
専
門
学

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

（
岐
阜
市
神
田
町
6
ー
22
）

1

0
5
8
│
2
6
2
│
1
8
1
8

C
C
Y
番
組
出
演
者
募
集

「
パ
ク
パ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」

子
ど
も
た
ち
に
ク
ッ
キ
ン
グ
を
通
し
て

五
感
の
発
達
を
促
し
、
ま
た
、
ク
ッ
キ
ン

グ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
料

理
番
組
を
制
作
し
ま
す
。
番
組
に
出
演
し

て
く
れ
る
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

年
長
児
〜
小
学
校
6
年
生

▼
募
集
人
員

10
人
程
度（
1
番
組
2
人

程
度
）

▼
内
容

旬
の
食
材
を
利
用
し
た
簡
単

ク
ッ
キ
ン
グ

※
サ
ポ
ー
ト
に
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

つ
き
ま
す
。

▼
撮
影
日

後
日
相
談

▼
申
込
締
切
日

4
月
30
日（
水
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　
1

22
│
6
8
3
9

5

22
│
2
1
1
7

E
メ
ー
ル：

kodom
o@
city.gifu-

yam
agata.lg.jp

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
で
は
、
食
を
通
し
て
心
身
と
も
に
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
食
育

の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
食
育
に
興

味
･
関
心
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

食
育
に
関
心
の
あ
る
市
内
在

住
の
人（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
活
動
内
容

子
ど
も
達
へ
の
食
育
活

動
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
募
集
締
切
日

4
月
30
日（
水
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課
　
1

22
│
6
8
3
9

5

22
│
2
1
1
7

E
メ
ー
ル：

kodom
o@
city.gifu-

yam
agata.lg.jp

平
成
20
年
度

高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

高
年
齢
者
自
ら
が
意
欲
や
充
実
感
を
持

ち
つ
つ
、
そ
の
能
力
・
経
験
を
充
分
に
活

■

■

■
　

募
　
　
　
集
■
　
■

■

6日（日） 平成20年度第1回社会人クラブチーム対抗バドミントン大会
12日（土） たかとみスポーツクラブ スタートの会
13日（日） 山県市少年空手道大会
20日（日） 第20回連盟杯たかとみバレー大会
23日（水） 第25回岐阜県レディースバドミントン春季大会
27日（日） 第16回ふれあいソフトバレーボール大会
29日（祝） 山県市スポーツ少年団合同入団式・体力テスト

総合体育館　122─6622 【休館日　25日（金）】

総合体育館 4月 スポーツイベント総合体育館 4月 スポーツイベント

in
fo

rm
a

tio
n
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ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

1

55
│
2
6
1
5

平
成
20
年
度
有
線
テ
レ
ビ

利
用
料
減
免
の
お
知
ら
せ

次
に
該
当
す
る
人
は
、
利
用
料
の
減
免

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
利
用
料
の
全
額
免
除

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
な
ど
を
受

け
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳（
一
級
、
二
級
、

三
級
）を
所
持
す
る
人
の
世
帯（
※
）

・
療
育
手
帳（
A
・
A
1
・
A
2
）を
所

持
す
る
人
の
世
帯（
※
）

②
利
用
料
の
半
額
免
除

・
身
体
障
害
者
手
帳（
四
級
、
五
級
、

六
級
）を
所
持
す
る
人
の
世
帯（
※
）

・
療
育
手
帳（
B
1
・
B
2
）を
所
持
す

る
人
の
世
帯
（
※
）

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
の
う

ち
、
障
が
い
の
程
度
が
恩
給
法
に
規

定
す
る
特
別
項
症
か
ら
第
一
款
症
ま

で
に
相
当
す
る
重
度
の
戦
傷
病
者
を

有
す
る
世
帯（
※
）

※
い
ず
れ
も
そ
の
世
帯
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
人
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
減
免
基

準
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

▼
申
請
期
限

4
月
11
日（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

有
線
テ
レ
ビ
局
　
1

22
│
6
1
0
0

◎
伊
自
良
支
所
・
美
山
支
所
で
も
申
請
書

の
提
出
が
で
き
ま
す
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に

「
家
屋
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
屋
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
評
価
額
を
決
定
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
、
家
屋
の
外
部
・
内
部
に
お
け
る

使
用
材
料
お
よ
び
仕
上
げ
状
況
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
時
に
は
、
契
約
書
・
建
築
確
認
申

請
書
・
図
面
・
登
記
書
類
な
ど
の
提
示
を

必
要
と
し
ま
す
の
で
、
ご
準
備
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
日
時
な
ど
の
ご
連
絡
を

し
ま
す
が
、立
ち
会
い
を
要
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
1

22
│
6
8
2
2

「
家
屋
の
取
り
壊
し
届
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び

償
却
資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

課
税
明
細
書
と
現
況
の
家
屋（
居
宅
・

ダイヤル119

山火事予防運動（統一標語）

「山火事は　地球も未来も 燃やします」
この季節、山では落ち葉や枯草が多くなることに加え、

空気の乾燥や季節風あるいはフェーン現象などの気象条件
などから、山火事発生の危険性が高い時期となります。
山火事はいったん発生するとその消火は容易でなく、一

瞬にして貴重な森林を焼失し、その回復には長い年月と多
くの労力を要することとなります。
これから暖かくなるにつれ、山に入る機会も多くなると

思いますが、特に空気が乾燥している日や、風が強い日に
は、火の取扱いに十分な注意が必要です。

山火事を発生させないために！
・枯草などのある、火災が起こりやすい場所でのたき火は
やめましょう
・たき火から離れるときは完全に消火しましょう
・風の強い時や空気の乾燥している時には、火の取扱いに
注意しましょう
・たばこの火は必ず消すとともに、投げ捨てはやめましょう
・火遊びはやめましょう

火事・救急・救助は119
山県市消防本部　122 ─0119

�期　間 4 月 1 日（火）～19日（土）
（ 7日・14日は休館）

�場　所 岐阜県県政資料館（高富）
企画展示室

�時　間 午前10時～午後 4時
�入館料 無料
�展示内容 円空彫りで活躍中の高橋芳男さんの作

品を中心に、岐阜県内外の同好者によ
る円空彫り作品を展示

�問い合わせ先
岐阜県県政資料館（高富） 122─3993

平成の円空彫り展
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information
倉
庫
・
車
庫
な
ど
）と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

取
り
壊
し
済
の
家
屋
が
ま
だ
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
の

窓
口
で
「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
の
提
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
は
、
税
務
課
、

各
支
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
1

22
│
6
8
2
2

中
学
校
3
年
生
終
了
ま
で

入
院
費
の
助
成
を
拡
大

市
で
は
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健

全
育
成
を
願
い
、
4
月
診
療
分
よ
り
入
院

費
の
助
成
を
、
中
学
校
3
年
生
終
了
ま
で

に
拡
大
し
ま
す
。
助
成
額
は
、
保
険
診
療

に
か
か
る
自
己
負
担
分
で
す
。（
保
険
外

の
診
療
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

受
給
者
証
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
入
院
さ
れ

た
場
合
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負

担
分
を
支
払
い
、
診
療
を
受
け
た
翌
月
以

降
に
社
会
福
祉
課
、
伊
自
良
支
所
、
美
山

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
保
険
点
数
が
記
載
さ
れ
た

領
収
書
ま
た
は
証
明
書
・
印
鑑
・
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
22-

6
8
3
7

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
障

が
い
を
克
服
し
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営

め
る
よ
う
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
新
た
に
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
、
お
よ
び
平
成
19
年
度
に

減
免
を
受
け
ら
れ
た
人
で
障
が
い
の
程
度

が
変
わ
っ
た
り
、
軽
自
動
車
を
買
い
換
え

ら
れ
た
り
し
て
内
容
が
変
更
と
な
っ
た
人

は
、
印
鑑
、
車
検
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
を
ご
持
参
の
う
え
税
務
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
益
に
資
す
る
目
的
で
使
用
し

て
い
る
軽
自
動
車
の
税
金
も
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
限

5
月
22
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
1

22
│
6
8
2
2

スローガン 「地域ぐるみで守ろう子どもとお年寄り」
運動の基本　◎子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

・自転車の安全利用の推進
・飲酒運転の根絶

暖かい陽気に誘われて、外出する機会が多くなりますが、お出かけの際は、気を引き締めて、「交通安全」に
心掛けましょう。また、自動車を運転する際には、居眠りに注意しましょう。
進学・就職・転勤される人など、従来と通勤通学形態が変わる人は、前もって所要時間、道順を確認しておき、
余裕をもって出掛けましょう。
4月10日は
「交通事故死ゼロを目指す日」です！

問い合わせ先
総務課　122 ─6820
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information

木造住宅無料耐震診断と
木造住宅耐震補強工事費補助のお知らせ

市では木造住宅の所有者による耐震化への取り組み
を支援するため、今年度から木造住宅の耐震診断を無
料で行えるようにします。
今までは、申請者が実施する耐震診断について、その

経費の一部を市が助成していましたが、今年度からは、
申請があった木造住宅について市が耐震診断を実施し、
その結果を申請者に報告します。
また、耐震診断の結果に基づいて行う耐震補強工事

に対しては、今までどおり補助金を交付します。
木造住宅の耐震化を進めるため、ぜひこの制度をご

利用ください。

《木造住宅耐震診断事業》
木造住宅の耐震診断が無料で行えます。
■対象住宅
市内にある、昭和56年 5 月31日以前に着工された木

造の一戸建て住宅、長屋および共同住宅（店舗などの用
途を兼ねるものは、店舗などの部分が全体の床面積の
2 分の 1未満のもの）のうち、在来軸組工法、伝統的構
法および枠組み壁工法のもの。
■耐震診断を受けることができる人
対象住宅の所有者および所有者が実施できない場合

には市長が適当と認める人
■事業内容
所有者からの申請を受け、市が岐阜県木造住宅耐震

相談士を対象住宅へ派遣して、耐震診断を実施します。
耐震診断終了後、耐震診断の結果と概算の補強工事費
などを申請者に報告します。

《木造住宅耐震補強工事費補助事業》
木造住宅の耐震補強工事にかかる費用の一部に対し

て、補助金を交付します。
■補助対象住宅
昭和56年 5 月31日以前に着工され耐震診断を受けた

住宅（市が費用の一部または全部を負担したもの）
■補助対象耐震補強工事
所有者が実施する耐震補強工事で、岐阜県木造住宅

耐震相談士が設計および工事監理を実施し、補強後の
評点が規定以上となる耐震補強工事
■補助金の額
耐震補強工事に要する費用の10分の 7 以内で、補助

対象となる工事費の上限は120万円です。

高富地域にある地区公民館の公民館管理の方
法を変更します。
公民館の使用許可については、今までと同じ

です。使用される 3 日前までに公民館（設備）使
用許可申請書を提出し許可を受けてください。
管理人が不在の場合は、公民館入り口にある

公民館（設備）使用許可申請書をご使用ください。
使用後は、その日のうちに鍵を取り扱い場所

へ返してください。
また、使用日に関する問い合わせは公民館主

事に確認ください。
詳しくは、高富中央公民館（22─3351）へお尋

ねください。

申込・問い合わせ先
都市計画課　122 ─6833

4月から地区公民館
（高富地域）の

使用方法が変わります

公民館名 電話番号 公民館主事 鍵の取り扱い場所 住　所

高富公民館 22─5510 中 村 理 代 喫茶ばぶる 高富1277

富岡公民館 22─3209 中 村 敏 夫 喫茶じゅりあん 西深瀬1110─16

梅原公民館 22─2099 松 岡 邦 子 宮 川 　 修 梅原1523─6

桜尾公民館 27─2818 加 藤 文 子 後藤弥恵子（利 宅） 伊佐美1138

大桑公民館 27─3425 三 井 勝 徳 玉 井 正 子（道夫宅） 大桑2406

鍵は　取り扱い場所で借りて

①提出

③使用前に
鍵を借りる

④公民館（設備）
を使用

②教育委員会の
許可

⑤使用後に
必ず鍵を返却

公民館（設備）
使用許可申請書

公民館（設備）
使用許可書

公　民　館

鍵の取り扱い場所
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4月予定学童行事参加者は、4月3日（木）午前 9時より各施設ごとに申込受付を開始します。
（電話での受付もできます）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設にお尋ねください。

市内の小学生ならだれでも参加
できます。一緒に遊びましょう。

運動あそびをしよう

12（土） 10：00～11：00

【持ち物】 お茶・帽子・ハンカチ

アレンジフラワー教室

26（土） 10：00～11：00 10人

【持ち物】 材料費500円・はさみ・
マグカップ・お茶・ハンカチ

将棋クラブ

19（土） 9：30～11：00

【持ち物】 お茶・ハンカチ

学童行事

6日・13日・20日・
27日・29日

休館日

高富児童館 ℡22-4750

平成20年度
幼児サークル参加者募集

市内の小学生ならだれでも参加で
きます。一緒に遊びましょう。

学童行事

子どもげんきはうす ℡23-2323
6日・7日・14日・20日
21日・28日・29日

休館日

高富児童館 ℡22-4750
ピヨケロサークル

1歳児

毎月第2水曜日

定員：各サークル20組

毎月第4水曜日

ピヨケロサークル
2歳児

子どもげんきはうす ℡23-2323
マミーサークル

1歳児

毎月第2水曜日

定員：各サークル40組

▼対象者
1・2歳児（H17.4.2～H19.4.1生まれ）

と、その保護者（市内在住か在勤の人）
▼申込受付
4月3日（木）～26日（土）

（定員になり次第締め切ります）
▼申込方法
申込用紙（各施設に用意）に必要事項を

記入の上、各施設にお申し込みください。

毎月第4水曜日

マミーサークル
2歳児

元気な力で
ドッジボール大会

26（土） 10：00～11：30

【持ち物】 帽子・お茶・ハンカチ
雨天：室内にて決行

春色いっぱい
アレンジフラワー教室

12（土） 10：30～11：30 10人

【持ち物】 材料費600円・お茶・
ハンカチ・紙袋

参加者のお子様の対象年齢にあわせて本の読み
聞かせをします。小さい子はママと一緒に来てね！

問い合わせ先
市子育て支援ネットワーク　生涯学習課　122―68454月の読み聞かせ教室

4月の家庭教育講座
講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育てに

ついて考えてみましょう。
※託児あります
対　象 子育てにかかわる人どなたでも
日　時 4月16日（水） 10：00～12：00
会　場 桜尾公民館
テーマ 「進んで学習する子を育てるには」
問い合わせ先　山県家庭教育研究所

122―4569（代表：野沢）

【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
会　場：みやまジョイフル倶楽部　155―2608
日　時： 4月 5日（土） 10：00～

4月16日（水） 10：00～

【お話しピーチク読み聞かせ】
会　場：市図書館　136―3339
日　時： 4月 5 日（土） 14：00～

4月12日（土） 14：00～
4月19日（土） 14：00～
4月26日（土） 14：00～



乳幼児健診
3・4か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

26

21日（月） 13:00～15:00 ふれあいセンター
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始

6日（日） 永田医院 岐阜市福富天神前 1058－229－2101
13日（日） 石田内科 岐阜市福富出口 1058－229－5530
20日（日） 加藤医院 岐阜市向加野 1058－243－1114
27日（日） 不破クリニック 岐阜市太郎丸 1058－229－6081
29日（祝） 臼井内科医院 山県市富永 10581－52－2030

17日（木） 10:00～12:00

休日診療（診療時間　9:00～13:00、16:00～19:00）

弁護士相談

ハッピーライフ（結婚）相談 美山山村開発センター

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます

すこやか相談（要予約） 子ども家庭課 122-6839

（前月比）

総人口 30,630人 （－21人）

男 14,988人 （－14人）

女 15,642人 （－7人）

世帯数 10,072戸 （－2戸）

（転入　55人　　転出　63人）

人口の動き
（平成20年3月1日現在）

10日（木） 受付13:00～14:30 市 役所（3階304会議室）
25日（金） 受付18:00～19:30 市 役所（1階相談室）

人権擁護相談

21日（月） 13:00～15:00 ふれあいセンター
行政相談

5月7日までの予定
休 日 診 療：3日　早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐 0581－52－1212

4日　あらいクリニック 山県市高富 0581－23－1188
5日　宇野クリニック 山県市伊佐美 0581－27－2100
6日　鳥澤医院 山県市大森 0581－36－2311

乳幼児相談：7日　10：00～11：00受付 構造改善センター

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター、
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター、
「構造改善センター」は美山構造改善センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

予防接種
BCG

ポリオ

心の相談（予約必要）社会福祉課 122-6837

24日（木） 受付13:30～15:00 ふれあいセンター

30日（水） 受付13:00～13:15 ふれあいセンター

23日（水） 受付13:00～13:45 ふれあいセンター

16日（水） 受付13:00～13:45 ふれあいセンター

9日（水） 受付13:00～13:45 ふれあいセンター

28日（月） 受付13:15～14:00 ふれあいセンター

21日（月）
24日（木）

受付13:15～14:00 ふれあいセンター

8日（火）
受付13:00～14:00

（伊）老人福祉センター
18日（金） ふれあいセンター

献　　血
受付 9:30～11:00 ふれあいバザール

25日（金） 受付12:00～13:00 ㈱オンダ製作所
受付14:30～16:00 ホームセンターバロー高富店

17日（木） ふれあいセンター

28日（月） 10:00～11:30 ふれあいセンター

あそびの教室（要予約） 子ども家庭課 122-6839

10・11か月児健診

乳幼児相談
7日（月）

受付10:00～11:00
構造改善センター

22日（火） （伊）老人福祉センター
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲載を希望
される人は市民課（122－6827）までご連絡ください。

「夜間納付窓口」および

「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（金）です

2月の来庁者：12人

●場　所 市役所　徴収対策室
●時　間 午後 9 時まで　
●問い合わせ先 徴収対策室　122－6843

税金は納期限までに納めましょう

納期内に納付していただいた人との公平性を保つためにも、
滞納者には滞納処分を行います。

滞納には

「督促後10日以内に完納しないときは、財産を差押えなけれ
ばならない。」（地方税法第331条）

平成19年度（2月末まで）の
預金・土地などの差押件数… 計264件

東深瀬 宮田　尚
野村　司

西深瀬 大山　祥史
矢野　眞希

梅　原 淺野　淳悟
信田　祐子

梅　原 市原　俊輔
加藤　沙織

岩　佐 小森　雅之
桐山　愛

ご結婚おめでとう

高　富 長尾　有
ゆう

真
ま

長野　志
し

勇
ゆう

小林　七
な

彩
な

東深瀬 桜井　大和
や ま と

西深瀬 武藤　駆
かる

茉
ま

高　木 長屋　優
ゆ

菜
な

矢島　大
たい

誠
せい

椎　倉 細川　新
にい

奈
な

伊佐美 長屋　渓
けい

水
すい

富　永 山田　心
こ

友
と

吉岡　美
み

咲
さき

岩　佐 山口　桃
もも

奈
な

山田　晄
こう

誠
せい

あかちゃん誕生

高　富 見u美代一 95歳
野々川ふさ 91歳
岩谷　美幸 31歳

佐　賀 川邉　きみ 66歳
東深瀬 中村　ナミ 101歳

神谷　章 87歳
中村　稔 75歳

西深瀬 嶋井　秀臣 73歳
高　木 信田　 雄 83歳
梅　原 小林　千秋 69歳
大　桑 木田ひさゑ 83歳

大　桑 澤田ときよ 90歳
平　井 梅田　正雄 81歳
原 田中　知子 82歳

田中　一枝 86歳
宮川をなみ 95歳

田　栗 遠山幸太郎 79歳
相　戸 乾　なかよ 97歳
柿　野 石神　久雄 80歳
青　波 野々村かぬゑ 85歳
岩　佐 江川　秀雄 53歳

山田　かく 85歳

おくやみ

山県市届出分のみ掲載
2月届出分

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

市内全域

缶
ペットボトル
びん
白色トレイ

27日
9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

4月のごみ収集日

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

22日

17日

18日

15日

28日

15日

21日

25日

24日

22日

24日

3日
（5月1日）

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

4日
（5月2日）

14日

8日
5日

（5月3日）
9日

8日

10日
2日

（5月7日）

1日
（5月6日）

7日
（5月5日）

12日

19日

16日

11日

16日

23日

17日

21日

10日
14日

15日
16日

24日

8日

9日

25日
30日

2日
（5月2日）

1日
（5月1日）

2日
（5月2日）

3日
（5月7日）

7日

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・
本町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木
（高木東・阿原を除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・
松尾・上願

洞田・小倉・大森・
藤倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

～5月7日
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考
え
、
仲
間
と
と
も
に
考
え
を

深
め
、
解
決
し
て
い
く
力
を
育
て
る

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
の
四
国
山
公
園
で
見
つ
け
た
葉

っ
ぱ
や
木
の
実
な
ど
を
使
っ
て
、
み

ん
な
で
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
秋
ラ

ン
ド
を
開
き
、
全
校
の
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
た
。

理
科
の
学
習
で
は
、
水
が
沸
騰
す

る
時
の
観
察
を
も
と
に
、「
ビ
ー
カ

ー
の
水
は
ど
う
な
る
の
？
」「
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
の
袋
に
変
化
は
あ
る
の
か

な
あ
？
」な
ど
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、

泡
の
正
体
が
水
で
あ
る
こ
と
を
追
究

し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
磁
石
の
働
き
を
強
く
す

る
方
法
で
は
、
予
想
を
も
と
に
班
の

仲
間
と
協
力
し
て
、
実
験
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
コ
イ
ル
の
巻
き

数
や
乾
電
池
の
数
を
増
や
す
こ
と

と
、
つ
な
ぎ
方
を
考
え
れ
ば
強
く
な

る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
験
や
観
察
、
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
大
桑
の
子
が
、
生

活
科
・
理
科
の
学
習
が
好
き
に
な
り
、

学
級
の
仲
間
と
楽
し
く
学
ぶ
中
で
、

問
題
解
決
が
で
き
る
喜
び
を
味
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
自
ら
進
ん
で
　
き
た
え
る
子
」

を
め
ざ
し
て

大
桑
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
82

人
の
小
規
模
な
学
校
で
す
。

大
桑
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
を
生

か
し
て
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
自
分
の
得
意

を
磨
き
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
す

る
「
大
桑
名
人
」
の
取
り
組
み
が
あ

来
月
号
は
、
西
武
芸
小
学
校
で
す
。

お
楽
し
み
に
。

▼「
命
」
の
尊
さ
を
写
真
で
伝
え
る
松
永
知
恵
美

さ
ん
に
出
会
え
ま
し
た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

時
の
喜
び
を
忘
れ
ず
、
日
々
子
ど
も
と
接
す
る

こ
と
が
大
切
と
教
わ
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身

が
み
ん
な
に
守
ら
れ
愛
さ
れ
て
育
っ
た
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
け
ま
し

た
。
今
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
松
永
さ
ん
の
周
り
に
自
然
と
人
が
集
ま
り
、

と
も
に
支
え
合
い
笑
い
合
え
る
仲
間
の
輪
が
広

が
る
世
界
。
命
・
家
族
・
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
さ
れ
る
温
か
い
お
人
柄
。
ま
ね
は
で
き
な
い

が
一
歩
で
も
近
づ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
（
桐
）

▼
歓
送
迎
会
や
お
花
見
な
ど
何
か
と
ア
ル
コ
ー

ル
を
摂
取
す
る
事
が
多
い
季
節
で
す
。「
メ
タ
ボ

が
気
に
な
り
ま
す
」
と
言
い
つ
つ
も
、
ア
ル
コ
ー

ル
が
好
き
な
僕
。
最
近
毎
晩
飲
む
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

あ
と
の
風
呂
上
が
り
の
一
杯
「
今
日
も
一
日
終

わ
っ
た
」
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
最
高
の
瞬
間

で
す
。
▼
み
な
さ
ん
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
！
さ

せ
な
い
！
」
を
肝
に
銘
じ
楽
し
く
お
酒
を
飲
み

ま
し
ょ
う
。
▼
今
月
の
一
句
　
桜
道
　
二
人
で

散
歩
　
妄
想
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
）

編
集

記
後

世
に
立
つ
力
を
の
ば
し
、
ま
こ
と
の
知
恵
を
ひ
ら
く

大
桑
小
学
校

音読名人

一輪車名人

跳び箱名人

【1年生活科「はっぱのいろがかわったよ」】

【4年生理科「水のすがたとゆくえ」】

【6年生理科「電流のはたらき」】

平成19年度に
挑戦した大桑名人




